
立命館大学 文学部
教授
　博士（文学）

【略歴】大阪大学大学院文学研究科博士後期課程修了。博士（文学）。大阪大

学助手、就実大学人文科学部准教授、東洋大学文学部教授を経て、現在、立命

館大学文学部教授。（主著）『日本語指示詞の歴史的研究』（ひつじ書房、

2010年）、『ワークブック日本語の歴史』（共著、くろしお出版、2016年）

など。

日本語・日本語教育研究会日本語・日本語教育研究会日本語・日本語教育研究会

Tokyo Metropolitan
University

祭

「指示詞研究の射程：過去・現在、そして次なる課題へ」

岡﨑友子

TMUTMUTMU
2026年度2026年度2026年度

日時　2026年7月18日（土）13:00〜　総会 12:30〜

会場　東京都立大学　国際交流会館（対面開催）

参加費　無料（コーヒーブレイク500円）　申し込み：不要

基調講演

PROGRAM

12:30-12:45

13:00

13:05-14:05

14:10-14:30

14:30-14:55

14:55-15:20

16:30

総会

開会挨拶（会長 長谷川守寿）

基調講演（岡崎友子）

休憩（コーヒーブレイク・指示詞VRデモンストレーション）

研究発表1　日本語母語話者における二字漢語を語幹とするサ変動詞の使用に

ついて―格助詞の介入と不介入を中心に―

万栩吟（東京都立大学大学院人文科学研究科）

チュートリアル：世界の指示詞とその記述

　司会：松田真希子

　・ベトナム語の指示詞：現地調査とデータ分析　岡﨑友子（立命館大学）

　・ベトナム語の指示詞：現地調査と自由記述分析　松田真希子（東京都立大学）

　・ポルトガル語の指示詞　向井裕樹（上智大学）

　・韓国語の指示詞　朴 秀娟（神戸女学院大学）

　・指示詞と評価性　堤 良一（岡山大学）

閉会

研究発表2　AI教師との会話練習が中国人中級日本語学習者の発話不安・会

話能力・自律学習に与える影響－AIスピーキングアプリを用いた実践研究－

陳喆（東京都立大学大学院人文科学研究科）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15:30-16:30


